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編集後記･･

φ新年おめでとうございます与小玉所長の巻頭エッセ

イにもありますように,21世紀の第1歩を騰み出し,地

質調査所は独立行政法人化の年を迎えました由まず,

!月6日に宝通商産業省工業技術院地質調査所から経

済産業省産業技術総合研究所地質調査所に変わりま

す咄4月五日には独立行政法人としての産業技術総合研

究所の一部となり,地質調査所の名前は無くなります､

どのような研究所に変わって行くか,3月号に特築記事

を掲載する予定です,

φ咋年3月末の有珠火山の噴火に続き筥8月には三宅

島が火山活動を開始しました山そのほか､2000年は国

内外での地震活動も活発な年でした店三宅島の火山

活動にマグマが直接関与しているか否か串結論を追う

地質調査所火山研究チｰムの活動を,具体的な記述

で分かりやすく解説していただきました咀所内のメｰリ

シグリストには毎日何本ものメｰルが行き交い,ホｰム

ペｰジ上にもヘリコプタｰからの観察結果が日々紹介

されて行きます.ホｰムヘｰジヘのアクセスが可能な

方は本文中にアドレスが紹介されておりますので,是

非ご覧ください.

φ海洋地質部の池原さんが茗ご自身の体験に基づく

堆積物の記載方法を詳細にまとめて不謹いました.大

変具体的な内容ですので,現場でコアの記載をしよう

とされる方のお役にたつことと思います｡私自身,現

在の部署に異動する前は海洋地質部におり,その昔

は,船上で堆積物コアの記載をしたこともありました.

教科書通りの形態をしたようなコアがとれることはま

ずなくて,トップが流失していたり,途中が途切れてい
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地質ニュｰスに関す篭ご意見は編葉委員会べ

たり,インナｰチュｰブを切ったら中のコアがはみだし

たり｡こんな時どのようにしたら良いだろうかと,しばし

ば悩みました.池原さんは,現場で出会う,教科書に

は載ってない部分をていねいに書き込んで下さってい

ます｡

φ筑波移転の翌年,1980年8月に地質標本館が開館

しました.それから20年.昨年8月に20周年を迎えた

地質標本館の活動の歩みを振り返って,特別展示や

体験型イベント等の活動内容に関する記事を書いて

いただきました.1990年の開館10周年にあたる年から

始まった企画展示は,その後の地質調査所における研

究成果の広報･普及という意識を高めさせる萌芽とな

り,お手本となったように思います.4月からの独立行

政法人化後は,地質標本館は活動範囲を広げ,多様

な活動を進めて行く予定です.

命昨年5月から6月にかけて別府市及び盛岡市を会場

に世界地熱会議が開催されました.地殻熱部の安川

さんが,会議全般の様子,共通セッションの個々の講

演の紹介,国際地熱協会のP.M.Wright会長による

特励講演について紹介して下さいました.環境問題に

真剣に取り組んで,廃棄物の減量にできる限り取り組

んでいる国と,自国内で生産するより輸入したほうが

効率的だと言って食糧の多くを輸入している国との違

いは,当帯エネルギｰ問題に対する対応の仕方にも現

れて来ます.言葉だけでなく,本当に言葉だけでなく,

2五世紀が人類にとって健康で文化的な,輝かしい時代

になるように願っています.

(湯浅真人)
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